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1.は じ め に
価格硬直性 に関す る議論 は,ミ クロ経済学だ けで な く,マ クロ経済学で も,
しば しば,そ の経済 的意 義につ いて論及 されて きた。例 えば,不 均衡理論で は,
価格硬直性が仮定 され,数 量調整の経済的帰結 につ いての議論が なされて きた
(Solow-Stiglitz「1968コ,Barro-Grossman[1971,1976],Negishi[1979]な
どを参照せ よ)。 しか しなが ら,何 故,価 格 硬直性 が,企 業 の合理 的行動結果
か ら出て くるの かとい う議論 は,ほ とんどなされて こなカ∫った。
ミク ロ経済学 の分野 では,寡 占理論 において,価 格硬直性が分析 の対象 とな
り,Hall-Hitch臼9391,Sweezy「】939],あ るいは,Stigler「19471に よ り,
屈折需 要曲線 の理論 と して展 開されて きた。
ここでは,拙 稿 「1981]と は,異 なるアプ ローチをとる。Kling「1982]の モ
デルを基礎 に しなが ら,価 格硬直性 を企業 の利潤極大化行動か ら導 き出す。 し
か しなが ら,彼 のモデル との違 いは,需 要曲線 の シフ トの大 きさ,屈 折の程度
を明示的に考慮 した点 と,限 界費用曲線 が右 上が りではな く,水 平であ ると仮
定 した点 であ る(平 均費用逓減を意味す る)。 こうす ることで,Kling[1982]
で は,明 示的 に得 られて いな い価 格水準の大小関係 を得 ることがで き,ま た,
価 格政策 の特徴 を明確 にで きる。 もち ろん,モ デルを特定化 したため に,や や
一般性 を欠 く議論にな ってい ることは,そ のための コス トであ る。
以下,本 論文の構成 を示す と,2節 で,モ デルを提示 し,3節 では,需 要の
落 ち込 み に直面 した企業の戦略を考察す る。4節 で は,需 要の増加に直面 した
原稿受領日1984年11月27日
〔29〕
30・'人 文 研 究 第69輯,
企業の戦略を考察する。5節 は,結 語にあてられる。
2.モ デ ル
Kling[198羽 に従い,不 完全情報が,あ る独占企業の需要曲線に屈折点をも
たらすという仮説を用いる。.このような条件を満たす企業として,地 域的独占
競争下の企業を考え,部 分均衡分折の枠組の中で,企 業の最適化行動を考察す
■
る 。
この企業は,次 の2つ の経済的環墳のもとで,そ れぞれ2つ の戦略をとりう
るものとする。
(状態1)需 要曲線が,Tl期 間,〃1だ け左方にシフ トし,そ の後,も との水
準にもどると企業が予想する。
(状態II)需 要曲線が,72期 間,碗 だけ右方にシフ トし,そ の後,も との水
準にもどると企業が予想する。
(戦略i)宣 伝を行なって,価 格が安 くなったことを消費者に知 らせるには,
一括宣伝費用Fが 必要である。
(戦略ii)宣 伝を行なわないとすれば,需 要曲線は,現 在価格の もとで屈折す
る。,、
利潤極大化行動から,ど ちらの戦略が有利になるかを,状 態1の 場合は,3
節 で検討 し,状 態IIの 場合 は,4節 で扱 う。
3.1需 要 曲 線 と 費 用 曲 線.
初期状態 におい「ら 独 占企業 は,次 の需 要曲線 に直面 し,そ の費用曲線 は,
限界費用が一定 である と仮定す る。
需要 曲線Do=σo一 あρo,Oo>0,∂o>0(1)
ここで,ρ0は 価格,1)0は 需要量,σ0,∂0は,パ ラメー タであ る。
費用曲線6(σ)=60+01σ,Oo>0,0!>0(2)
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ここで,4は 生産量,60,01は,パ ラメー タである。
て考慮 しない。
,2.2最 適 生 産 量 鱒 と最 適 価 格 鱒 の 決 定
生産量 σ0を 価格 ρ0で販売 した ときの独 占企業の利潤 π0は,
170=ρ0σ0-6(σ0)
となる。(1),(2)お よびDo=40を 考慮す ると,.
π・一(00孟 σう・・† ・1・・
P
ゑ
bo
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生産量は,需 要量に等 しいと仮定する。即ち,在 庫の問題は,本 論文を通 じ
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図1需 要曲線Doの ときの最適生産量 婿 と最適価格鱒 の決定
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従 って,110が9。 につ いての凹関数で あ るか ら,利 潤極大の条件 は,
幽 一・・一う・・1-2σ ・-0
440 ウo
となる。
故に,最 適生産量 嬬 と最適価格 鱒 は,U
.
{1:=::藁::㈲
となる。ここで,嬬>0と 仮定す る。
最適利潤 π吉は,
π卜騨 偽(・)
となる。 ここで,π ぎ>0と 仮定する。(図1を 参照せよ)。
3.需 要 の落 ち込み と企業 の最適戦略
いま,独 占企業が初期状態で,2節 で求めた最適価格 鱒 を付けて,最 適生
産量 姶 を生産 し,販 売 している状態か ら,何 らかの理由で,需 要が一時的に
71期 間にわたって,砺 だけ落ち込み,そ の後,も との水準にもどると企業が
予想する場合を考察する。
このとき,独 占企業は,戦 略iか 戦略iiを 選択することをせまられる。
3.1戦 略i[宣 伝費用 を負担 〕の場合
このとき,独 占企業は,宣 伝費用Fを 投 じて,完 全情報下の需要曲線z)1に
直面する。
Di=(σo一 砺)一 ∂oク1(6)
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宣伝費 用Fを 除 いたその ときあ利潤 を ∬1と す ると,D1=の だか ら
πFρ1D「 ・(・1)一[岩(・ ・一 乃・)一宏]・1-・ ・一 ・1・1
であ多。171は,σ1に 関 して凹関数だか ら,
巫_α ・一ぬ「 ∂・・L巫=0
∂o吻160
より・髄 産峰 ㎡・髄 価儲 お識 最適利爾 は・それぞれ
σΨ一α「 δ誓1　 セ1〈 σ吉
α0十 ∂001-1Z1<ρ ま
ρ卜2∂
。
1一
聯;力 凝 一6「 ・1σ†=瓦 鱗)2-・ ・
とな る。
これ 々・ら・
需 一診 釜 ・q
た だ し,(7)よ り,貯 ≧0を 考 慮 す る と,
0<ん1≦ α「 δ001.,
ま た,17† ≧0よ り((7)を 用 い て)
o<〃1≦ σo-∂oo「2へ/砺.
(7)
(8)
(9)
33
(10)
よ って,戦 略iの ときに斉合的な 需要 シフ トの大 きさ 島 は,(4)を 考慮す ると
0く 乃1≦2¢吉一2偏(11)
の範囲 にある。
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3.2戦 略ii[宣 伝 費用を負担せず,屈 折 需要 曲線 に直面]の 場合
このとき,独 占企業は,不 完全情報下の需要曲線,即 ち,屈 折需要曲線D2に
直面する。
坊 一{(σo-131)一 ∂oρ2ifρ2≧ ρ♂(12
(1言=一ん1+∂2(ρ 呑く一 ρ2、ifO《{ρ2〈 ρま)
ここで,う2は パ ラメー タで,0く う2〈δoを 満たす(図2を 参照せ よ)。
生産量 σ2を 価格 ρ2で 販売 したときの独占企業の利潤 π2は,
172=ρ2σ2-6(σ2)
であ る。
最適価 格 拷 は,跨 ≦鱒 を満たす。何故 な らば,拷 〉鱒 とすれば,(6),
(12)よ り完 全情報下の需 要曲線 のと きも実行可能 であ り,こ れは,鱒 く餅 と
矛盾す る。
さて,屈 折需要曲線D2に 対応す る限界収入曲線MR2は,σ2;姶 一砺 で不
連続 とな る。そ こで,販 売量 鱒 一砺 にお ける収入曲線の右微係数 ルfR∫(鰭 一
伍),即 ち,
MR`(σ ま一ん1)=1imMR・(9・)
42ゆσぎ一ゐ!+。
が,ち ょうど,限 界費 用01に 等 しくなる ∂2の 臨界値 をZ1と おけば,
鵬(・ 首一乃1)一蝉 一乱(・蓉一伍)
だか ら,ル ∫1鳶(9ぎ一乃1)=o】 よ り ∂2に つ いて解 くと,
z1=」鎚L塑. 姶鱒 一〇1
故に,
・1-・・一響(14)
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よ・て・0<6・ ≦Z1の とき・最駐 薩 ・ずと騨 継 は・
σ渉=σ ぎ一 〃1
{ρ芽=カず
とな る(図2Aを 参照せ よ)。
(7),(15)に より
ρ穿〉ρ苧.
(15)
(16)
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q
MR2MR1
鴎 需要の落ち込6・ 企業の髄 戦略,
、。〉、,〉。1の と'きは,MR,.MCより利潤駄 を もた ら撮 適生醐,吉 と
最適価格 跨 を求 める ことがで きる(図2Bを 参照せ よ)。
σ沓一ん1十62ρ蓉2MR2謂
わ2一 瓦炉01
よ り,(12)を 考慮 す ると,
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{1:1鑓 擦 　
となる。 ㌧
最適利潤1鳶 は,
鵡∴競絶
と な る 。
姥 ≧0と な る 条 件 は,(15),(17)より
o
、<々1≦4蓉 ・
ま た,∬ 彦≧0'と な る条 件 は,(17),(18)より
・焔 ≦・ま一等
か つ,
・く・1≦(∂o麦う2)・ず一・偏
従6て,戦 略iiの ときに斉合的な需要 シフ トの大 きさ 島 は,
.o<ん1≦ ζ
た だ し・ κ 一M・ ・[う0σ0(60+∂2ワ言一
σぎ ・ ウ。)・ 蓉一 ・偏]
の 範 囲 に あ る 。
さ て,(7),(17)よ り
ρ蓼一ρす一弊 一〇〇一鑛 δ001_-
2∂o∂2
(17)
37
(18),
(19)
(20)
.(21)
(22)
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ところが,(4)よ り ∂o鱒=σ 〇一姶 だか ら
・穿一酢 響 ・・ ⑫・)
何故な らば,(22)よ り 姶 一砺>0お よび,(12)よ り ∂o一δ2>0だ か ら。
(18)よ り(17)を 考慮す ると
響 ・α,(・4)
3.3戦 略iと 戦 略iiの 比較
3.3.1ケ ースA[0<∂2≦Zl]の とき
∬ず と1聯 の孝 を3殴 とお くと,(7、,(18、 よ り,
3A;1㍗ 一1聯
{赤(σ 季)・一・・]イ 誓 叶 ん1)一・・].
蓋((・)と(・)を 用いて)・
ま た ・ ・<・ ・≦ ・1と(14・ よ り ・1≦(∂o島 ∂2)・矛・
従 って,
墾>o .
∂ぬ1
3.3.2ケ ー スB[∂o>う2>Z1]のと き
(25)
(26)
驚 と1弩 の差 を3β とお くと,(7),(18)よ り,(4)を 考 慮す ると
38寵 」π予一π蓼
竜{2σ 矛一ん1}・一毒{(σ ま一ゐ1)・∂・(クぎ一・1)}・
鵜,(・ ・吉一・1)・一、毒、、{(恥囎 一励1}・
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一
、毒 、,{一(・ ・一 ・・)・(・皆)・+…(・ ・一 ・々)・皆・1
一 ろ。(∂o一 う2)層}
また… 〉・・〉・1と(14)よ り ・1>(∂o孟 ∂2)・ぎ・
従 って,(22)を 考慮 す ると,
藷 一2誌 ∂、{(60-∂2)(4蓉 一 ん1)}〉 ・
(27)
(28)
(11),(22),(25)一(28)1こよ り,π 〒-1聯 の グ ラ フ は,図3の よ う に な る 。
と ころが,
F-∬1(∬ 苧一π穿)〆 認
rF
-rT11-e
ケー スA
〔O<b2≦Z1〕
ケー スB
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o
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(29)
?
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図3戦 略iと 戦略iiの 優位比較
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(こ こで,7>oは,割 引 き率または利子 率)の とき,企 業は,戦 略iと 戦略ii
について無差 別 とな る。
(29)よ り
プF .(30)聯 一 π穿=
1一 θ零77互
が得 られ る。 従 って,(25),(27),(30)よ り,次 の命題が得 られ る(図3を 参
照すれば明 らか とな る)。
命題1
区間(0,κ)の 範囲での需 要 シフ トの大 きさ 砺 に対 しては,
(1)宣 伝費用Fが 大 き くなればな るほど,戦 略iiが 有利 にな る。
(2)割 引 き率(ま たは利子率)が 大 き くなればなるほど,戦 略iiが 有利 にな
るD。
(3)需 要が落 ち込む と予想す る期間71が 短 かければ短か いほど,戦 略iiが
有利 にな る。
与 え られ たF,7,7「1に 対 しては,需 要 シフ トの大 きさ 砺 が小 さ くな れば
なるほど,戦 略iiが 有利 にな る。
命題1の 経済的意義は,戦 略iiが 有利であれば,(16),(23)よ り茸 く跨 ≦
鱒 だか ら次のように言再る。即ち,戦 略iの 最適価格よりも戦略iiの 最適価
格の方が変動幅が少いか,固 定的である。
1げ(・ ・一レ 論 とおく・
、ω一(1一誓⊇謁 搾 ・婁 禦
と ころ が,〆T1は,7τ1に つ い て 凸関 数 だか ら,7T1>0に 対 して1+771<〆71と
な る。 従 って,ノ'(7)>0.
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4.需 要 の増加と企業の戦略
いま,独 占企業が初期状態で,最 適価格 躍 を付けて,最 適生産量 姶 を生
産 し,販 売 している状態か ら,何 らかの理由で,需 要が一時的に τ2期 間にわ
たって,妬 だけ増加 し,そ の後,も との水準にもどると企業が予想するものと
する。このとき,独 占企業は,戦 略iか 戦略iiを 選択す ることをぜまられる。
4.1戦 略i[宣 伝費用を負担]の 場 合
このとき,独 占企業は,一 時的な需要増加を利用 して,最 適価格 罐 を付け,
もとの水準に需要がもどったときは,宣 伝費用Fを 支払 って,完 全情報下の需
要曲線Doの もとで最適価格 鱒 をつけるfirst-best戦 略を用いる。
需要シフトの大きさ 砺>0に 対応する需要曲線Z)3は,
∠)3=Oo+ぬ2一うoρ3(31)
で,も との水準に需要がもどったときの完全情報下の需要曲線DGは,'(1)よ
り
ヱ)0=θ「 か0ρ0
となる。
一時的 に需要が増 えたときの一期当 た りの利潤 を173と す ると,(31)を 考慮
す ると
魚 一(σ0+勉2コ3う
o)・ ・一 ・1・・(32)
とな る。 ここで,、43は,産 出量で あ り,販 売 量で もある。
(32)よ り,π3は,σ3に ついて凹関 数であ るか ら,利 潤極 大の条件 は,
亟4・ 『∂・・1+乃・ユ σ、-0
西04ρ3 わo
故に,最 適産 出量 婬 と最適価格 鱒 は,そ れぞれ
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σ「 ∂。Ol+ん2 ぬ2
2・=4ま+万4葦=
{かぎ一撃 一ρぎ+缶 .
とな る。 この とき,最 適利潤1鳶 は,
1謄 「鱒 礎 一Co-01鱒
1'
「 死(σ ず)2-o・
一麦(σぎ+砦)2-・ ・>0
(33)
(34)
屈折需要曲線,需 要シフト,および価格硬直性(鵜 沢)43
また,も との水準に需要がもどったときの一期当たりの最適利潤(宣 伝費用
Fは 除いたもの)π 言は,3節 の議論と全 く同様に して,
1'
π ぎ=瓦(σ 育)2-・ ・>0
となる。
従 って,宣 伝費用Fを 除いた全計画期間 についての利潤の割引き現在価値
ジ;は,
呵 浮 脚 ・み=〆 ∬ず・'
一÷[1-〆 ・・]πま・}〆 ・π誰(35)
い ま,E(7「2)蛙1-〆T2と お け ば,(35)は,・
7yゴ ーE(τ,)π ぎ+[1-E(T・)]町
=π ぎ+(π ま一1zま)E(7・)
一{1(4ま
うo)し ・・}・趣 ・+を〃;}E(・ ・)(36)
となる。
4.2戦 略ii[宣 伝費用を負担 しない]場 合
このとき,独 占企業は,一 時的な需要増加 に対 しては,価 格の上昇は適度に
し(増 く罐 なる 鱒 を付ける),も との水準に需要がもどったときは,宣 伝費
用を負担しないために速 完全情報下の騨 曲線 ・・(ρ謝 のと・ろで屈折し
てい る)に 基 づいて,最 適価格 鱒 を選択す るsecoud.best戦 略 を用 いる2}。、
需 要 シフ ト 碗>0に 対応す る需要曲線04はr
Z)4=Oo+ん2一 δoρ4(37)
で,不 完全情 報下 の需 要曲線D5は,
2)明 らかなように,舛 は,ρ オに依存している。
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蝶 二;:;:一旛:)、f。<癌'
こ こで,う5は パ ラ メ ー タ で,0く ゐ5<∂oを 満 た す 。
3.2の 議 論 と 同 様 に して,い ま,
45響Oo-60ρ4
な ら し め る65の 値 を2'2と お く と,
σo-60ρ4z
2= か
「01
と な る3)。
(38)
(39)
4.2.1ケ ー スA[0〈 ∂5≦22]の と き
与 え ら れ た ρ4に 対 し て は,
か5(ρ4)=カ4{ (40)
σ5(ρ4)=0一6。 ρ4
が,需 要が もとの水準 に もどったとき以 降の利潤 を最大 にす る価格 と産 出量で
あ る。 もちろん,こ れ らの値 は,与 え られ た 加 に依存 して いる。
需 要 シフ トの大 きさが 〃2の ときの利潤 π4は,(37)よ り
π 、=ρ 、σ1-6。 一 ・1σ、
=(ク4-01)(σ 。+乃2-∂ 。ρ4)-0。
ま た,需 要 が も と の 水 準 に も ど っ た と き の 利 潤17多 は,(40)よ り
∬ ξ一 ρ、(ρ4)σ,(ρ 、)一 ・。一 。i4,(ρ 、)
=(ρ4-01)(σ0一 う。ρ4)-00
だから,利 潤の割引き現在価値 噸 は,
(41)
(42)
・)偽 一(・ ・一・…)一 ・r(・・一・・)よ・・ 峨 ・一一銅 毒(・ ・一・…)… 従 ・て ・
コう
σ5=σo一 うoρ4の ときMR5(σ5)=`1な ら しめ る う5は,(38)の よ うに ぢ る。
屈折需要曲線,需 要シフ ト,お よび価格硬直性(鵜 沢)45
・鳥一∬2〆 π・4蝶 〆・蹴 、
で あ る 。 従 って,(41),(42)を考 慮 す る と,
7y毒=E(τ2)174+[1-E(7「2)]17垂
=π 台+(∬4一 π のE(T2)
=(ρ4-01)(σo一 うoρ4)-Oo+E(τ2){(ρ4-6エ)ぬ2}(43)
と な る 。(43)を 最 大 に す る ρ4が,second-best戦略 の 最 適 価 格 と な る 。(43)
は,ρ4に つ い て 凹 関 数 だ か ら,
d[〃 鋒];4一 力。ρ4一 うo(ρザ01)+乃2E(72)=0
4ρ4
よ り,
α0+∂001+五(72)ん2E(τ2) ん
2(44)=舛+ρ才;2う
02うo
(33)よ り,
ρ卜・礁
E(τ2)=1-〆72を 考慮 すれば,
ρ渉くρぎ
故 に,
ρぽくク誉=ρオくρ蜜(45)
が成立す る(図5A牽 参照せよ)。
(37),(38),(45)よ り(4)を 考慮す る と,
・才一 ・ま・[1-E(∫2)]・ ・
{ (46)
4卜 σ斎一 〃21
妬P5*=P4*
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(44)か ら,(4)を 考慮すると,
ぐ諜ll:1::::1
が得 られる。従 って,(42)よ り
屈折需要曲線,需 要 シフト,お よび価格硬直性(鵜 沢)
π登一 麦[(4吉)・一讐)}2・1}恥
.と なる。1写*≧0よ り需要 シフ トの大 きさ 碗 は,
・〈・・≦2.讐 浮Oo
でな ければな らな い。 この とき,(41),(42)よ り
∬ 才=珊*+ぬ2(ぞ 才L・1)>o
ま た,0く う5≦Z2よ り,(4),(39),(44)を考 慮 す る と,
・〈2∂ 。砺≦E(7'
2){α1論 争一〇〇吉券01}
となる。従 って,戦 略iiと 斉合的な需要 シフ トの大 きさは,
0〈 ぬ2≦耳ZA
の範囲 にな・・ここ珊 一m・・[2V(9首)2-∂ ・6。2ろ 。E(7『
2)'E(τ2)嫉
で あ る 。
4.2.2ケ ー ス β[δo>∂5>Z2]の と き
(38)よ り,
、π ξ=カ ・σ・一 ・・一 ・1σ・
旨(σ0-(∂0-65
∂5)ρ4一 簿)・ 「 ・・一 ・1・・
g5に 関 して凹関数だか ら,
亟.・ ・一(わ「 ∂5)カ]≧9,一 。1.。
わ5　4σ5』 ∂5
よ り,
(47)
で48)
47
2ろo{σo+醜01一σo去券01}]
(50)
与え られ た ρ4に 対 して最大利潤 をもたらす σ5(ρ4)と ρ5(ρ4)は,(50)は,.
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{1:臆ll:婁::ll:國.側
と な る。 従 っ て,(50),(51)よ り
巧=ク5(ρ4)95(ρ 、)-0。-01σ5(ヵ4)
1=毒 〔4・(ρ4)]2-・ ・
一よ[Oo」(∂o一 舞)角 一`1島]2一 碗(52)
であ る。174は,(41)と 同 じであ る。よ って,利 潤の割引 き現 在価 値 畷 は,
・羅一∫乃〆 π・・'・∫..ガ脚
2
と な る 。(41)'と(52)に よ り,
〃 馨一 ∬ ぎ+(17、-17ぎ)β(7「2)
一よ[α0-(6一 ∂5
2)か 「01∂5]2-・ ・
+石(72){(か 、一 ・1)(・ 。+乃 、一 ∂。か、)
一麦[α.一(∂o-65
2)ク4-01儒]2}(53)
とな る。
(53)を 長大 にす る ρ、がsecond-best戦 略の最適価格 とな る。(53)は,ρ 、
に関 して凹関数だから,
4野] 一《 ∂1葦砺){・「(∂o-∂5)角 一・1ゐ・}
・E(72){・ ・吻 一6・ρ・一 ∂・(ρ・-61)
屈折需要曲線,需 要 シフト,お よび価格硬直性(鵜 沢)
・(ゐo-∂56
5)[・ ・一(・ ・一 ・・)カ・一 ・1・・]}一 ・
従 っ て,最 適 価 格 湾 は,(54)よ り
か才=ヵ 、(ぬ2,7,τ2)
と な る 。
(54)
(55)
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3節 の議論 と同様 に して,
ρぎくクぎ=ρ・(か才)
≠)童くρま(56)
は,明 らかで あ る(図5Bを 参照せ よ)。 そのときの最適利潤 をそれ ぞれ πオ,
∬ξ*と お く。∬矛≧0,π ぎ*≧σな らし吟 る需 要 シフ トの大 きさの上 限をH1と
お く。,
また,65>Z2よ り,(4),(39),(44)を 考 慮す ると,
・・〉識){驚LOO論r}-H・ ・
従 って,戦 略iiと 斉合的 な需 要 シフ トの大 きさの範 囲は,
H2く 〃2≦ 」仔1
と な る 。
4.3戦 略iと 戦 略iiの 比 較
4.3.1ケ ー ス4[0く ∂5≦Z2]の と き
〃 ゴー 〃 尋=Gみ(ん2,7,τ2)
と お く と,(36),(43)よ,り
04(妨,7,7「2)
一麦(4吉)・一… 麦{・吉・・+茅1}・(T・)
・ 一[(ρ 季一 ・1)(σ 。一 う。ρ季)一 ・。+E(7、){(カ7-・1)刷
と こ ろ が,(44)よ り,(4)を 考 慮 す る と,
か才一・・一σ「 ∂06譜(72)』 誓 ・El舞2)・・
σ0-∂001-E(T2)ぬ2E(7'2)
40一 みGρ才==4ま 一 砺22
(57)
(58)
(59)
屈 折 需要 曲 線,需 要 シ フ ト,
.お よ び価 格 硬 直 性(鵜 沢)51
と な る 。 従 っ て,
G4(海2,7,τ2)
一{よ(・ ぎ)・一・・}・毒{・ま・・+を碕E(・ ・)
一[よ{・ ぎ・E(多2)碕{・ ま一E(葺2)扮 一・・
・E筈2)蜘E(∫2)拷}]● .
一「義{E(7・2)}・ 拷4「義 纏E(T2)一 一鉱{E・7「2)}2拷
故 に,
伊(ん2,7,7'2)-El乱2)・;{1一石(・ ・)}・ ・(・ ・)
と な る 。
さ て ミ.宣 伝 費 用Fは,時 点 丁2に お い て 投 入 す る の で,そ の 割 引 き 現 在 価 値
は,
Fθ一7τ2
で あ る 。 従 って,(58)よ り,
上G・(ん2,7,T2)-F,一 ・T・
即ち,(6。)を 考慮夷 と,
撃 一・ 、,(61)
の とき,こ の独 占企業に とって,戦 略iと 戦 略iiと は,無 差別 とな る。!61)の
左迎 く右辺の とき戦略iiの 方が有 利であ る。
命題2
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1_e-rT2
叉
WA
図6ケ ー ス ゑ[0く わ5≦Z2]に お け る
戦 略iと 戦 略iiの 優 位 比 較
区間(0,膨A)の 範囲 での需要 シフ トの大 きさ 碗 に対 しては,
(1)宣 伝費用Fが 大 き くなればな るほど,戦 略iiが 有利 にな る。
(2)割 引 き率(ま たは利 子率)が 大 き くなればなるほど,戦 略iiが 有利 にな
る4}。
(3)需 要が増加 す ると予想す る7'2が 短か ければ短 かいほど,戦 略iiが 有 利に
なる。
与零 られたF,7,τ2に 対 しては,需 要 シフ トの大 きさ 碗 が小 さ くなればな
るほ ど,戦 略iiが 有利 にな る。
証明は明 らか(図6を 参照せよ)。
1-9-2724)注1の7'
1をT2に おきかえると, が7幽に関して減少関数になることが7わか る
。
屈折需要曲線,需 要シフ ト;お よび価格硬直性(鵜 沢) ,53
4.3.2ケ ー ス β[∂o>6『>Z2]の と き
second-best戦 略 とfirst-best戦 略 の 定 義 よ り,
7π ゴ>7媚
で あ る こ と が わ か る 。
い ま,
G=yry露
と お ぐ と,γ ゴ,y鍔 の 定 義 よ り
G=E(72)0毎+[1-E(τ2)]σ。(62)
た榔 ・・一 峰 π才]・・(63)
G。一主[∬ ま一 π ぎ・]〉 ・(64)
7 ,
で あ る。
`畿)一・だから・藷 一・ とす・ 醐sec・nゆbest戦 略の鰍 であ・・
従って,
E(・ ・)絵 ・[1-E(・ ・)]畿 一・(65)
[こ れか ら(54)が 得 られ る]。
さて,宣 伝費用Fの 割引き境在価値1まFθ一7τ2だから
σ篇Fθ 一7τ2'1(66)
の と き,独 占 企 業 に と って 戦 略iと 戦 略iiと は 無 差 別 に な る 。
(66)は,変 形 す る と
F=G[1-E(7■2)コ ー1(67)
と な る 。 い ま 右 辺 を φ(τ2,7,ぬ2)と お く。(67)の 左 辺 〉 右 辺 の と き,戦 略
'54
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iiが 有 利 と な る 。
さ て,E(72)=1-〆T2で あ る こ と を 考 慮 す れ ば,(62),(63),(64)を用 い
る と
8(τ2)φ(7'
2,7,海2)=Gゐ+σ01-E(72)
-1}1;;72]・ ・+G・
よ って,
〆T2-11
(68)・σ ・・功 ・)一[。]瞬 一剛 ・ラL恥 πぎ・]
とな る。従 って,
銑 一〆・・助 一岬>o、
また,(68)よ り
霧 一[772〆 ・一ぐ〆72-1)72](湾 一卿 一表(π 計 砂)
ヱ2(77'2-1).。 、+⊥{G、-G。}
77
こ れ か ら,常 に ∂φ/∂7くgと は 言 え な い 。
.も し・ ・T・-1く ・ で ・G・ 一 σ・ 筋1ま,3φ/∂ ・く ・ と な る 。
さ らに(68)よ り(5),(34)を 考慮す ると,
藷 一[〆卜1][雛 一鰐]÷ 奮
一〔≒1聡 一}{(〆72-1)誓 ・欝}誇
1
+ア(〆72-1)(ρ 卜o、)
(〆 『2-1)璽+4π ξ*=04カ
44カ4
(69)
(70)
(7ユ)
と な る.と ・ う が,(63),(64),(65)によ り,E(・,)-1-、 一… を 考 慮 す る と,
屈折需要曲線,需 要シフ ト,お よび価格硬直性(鵜 沢)
とな・・従 ・て釜[〆 τ2-17]〔 榊 才]・・軌 故に,
童.>o .
∂ぬ2
(72)
55
従 って,(67),(69),(70),(72)より,命 題2の 区 間(0,罪 君)を 区 間(H2,
H1)と し,(2)を 除 い て,ケ ー ス β の と き も 命 題2は 成 立 す る 。
命題2の 経済的意義 は,(45),(56)よ り,戦 略iiが 有利で あれ ば,次 の よ
うに言え る。即 ち,戦 略iの 最適価格 よ りも戦 略iiの 最適価格の方が,変 動幅
が少 い。
5.結 語
限界費用一定(平 均費 用逓減)の 地域独 占企 業め行動 につ いて,宣 伝 費用を
か けな いと情報の不完全性ゑ ら生ず る屈折需 要曲線 に直面す る場 合を検討 した6
屈折点 におけ る需 要の価格弾力性が極端 に小 さい とき(3節 の ケース 月[0<
∂2≦2'1〕と4節 の ケースA[0<∂5≦Z2]),需 要 シフ トの 大 きさ の範 囲は,限
定 されて くる。 需要が一 時的に減少す る場 合 も,一 時的に増加す る場合 も,(1)
宣伝費用Fが 大 き くなればなるほど,,(2)割 引 き率 が大 き くなればな るほ ど,
(3)需 要 シフ トが続 くと予想す る期間が短 かければ短 いほど,(4)需 要 シフ ト
の大 きさが小 さければ小 さいほど,そ れぞれ宣伝費用をかけない戦 略iiが 有利
になる ことが わか る。その ときは,価 格 は,需 要 の変動 にま った く感応せず,
硬 直的な価格 水準が維持 され る。
屈折点 におけ る需要の価格 弾力性が極 端 に小 さ くない とき(3節 の ケース β
[ウ。〉∂2>Z1]と4節 の ケースB[あ 〉∂5>Z2],需 要 シフ トの大 きさの範囲 は,
別 の区間 に限定 され る(図3お よび(57)を 参照 せよ)。 需要が一時的 に減少す
5)(41)よ り最適価格 ρオにおいて 珊=(鱒 一σ1)(σo+椀一∂oρ委)-Oo.よ って,鱒 が
・・轍 であ・・とを考慮す・と・雛 一釜 ・舞 … 芳一・1)・ま胴 様に(52)
・・寄 一誓 ・絵(34)・ ・ 欝 畿 ・(・)・・,篶 一・蓉一・1・従・
て・鷺 一叶 ・1)一[・場 一・才]一・誉一・才…(33)お ・び(56)・ り)・
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る場合は,上 の性質(1)～(4)が 全てあてはま るけれ ども,需 要が一時 的に増
加す る場合は,(2)は,一 般的に成立 しな い。戦略iiが 有利 な とき,価 格 は,
需要の変動にあまり感応的でないことがわかる。
本論文では,価 格の硬直性を企業の利潤極大化行動から導出 した。
今後の課題として,次 の2点 をあげることができる。一つは,よ り一般的な.
フレーム ・ウークのもとで も,以 上の結論が維持されるかどうかということで
の
あり,他 の一つは,寡 占経済における価格硬直性を企業の合理的行動として説
明 で き る か と い う こ と で あ る 。.,
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